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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
第１無線周波数帯の信号または前記第１無線周波数帯よりも狭帯域の第２周波数帯の信号
が入力される入力端子と、前記入力端子に並列接続された第１混合器および第２混合器と
、前記第１混合器および前記第２混合器に供給される互いに位相差を持った局部信号を発
振する局部信号発振部と、前記第１混合器からの信号の位相と第２混合器からの信号の位
相の少なくとも一方を回転させ、前記第１混合器からの信号と前記第２混合器からの信号
とを合成するフィルタ回路とを有するイメージリジェクションミキサとを備え、
前記入力端子に前記第１無線周波数帯の信号が入力された場合、前記第１混合器および前
記第２混合器が、入力された前記第１無線周波数帯の信号を前記局部信号発振部からの第
１局部信号を用いて第１中間周波数帯の信号に変換し、前記フィルタ回路が、前記第１中
間周波数帯に存在するイメージ妨害信号を第１減衰帯域で減衰すると共に、
前記入力端子に前記第２無線周波数帯の信号が入力された場合、前記第１混合器および第
２混合器が、入力された前記第２無線周波数帯の信号を前記局部信号発振部からの第２局
部信号を用いて第２中間周波数帯の信号に変換し、前記フィルタ回路が、前記第２中間周
波数帯に存在するイメージ妨害信号を前記第１減衰帯域より狭帯域の第２減衰帯域で減衰
する受信装置であって、
前記第２減衰帯域の減衰量は、前記第１減衰帯域の減衰量より大きい受信装置。
【請求項２】
第１無線周波数帯の信号または前記第１無線周波数帯よりも狭帯域の第２周波数帯の信号
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が入力される入力端子と、前記入力端子に並列接続された第１混合器および第２混合器と
、前記第１混合器および前記第２混合器に供給される互いに位相差を持った局部信号を発
振する局部信号発振部と、前記第１混合器からの信号の位相と第２混合器からの信号の位
相の少なくとも一方を回転させ、前記第１混合器からの信号と前記第２混合器からの信号
とを合成するフィルタ回路とを有するイメージリジェクションミキサとを備え、
前記入力端子に前記第１無線周波数帯の信号が入力された場合、前記第１混合器および前
記第２混合器が、入力された前記第１無線周波数帯の信号を前記局部信号発振部からの第
１局部信号を用いて第１中間周波数帯の信号に変換し、前記フィルタ回路が、前記第１中
間周波数帯に存在するイメージ妨害信号を第１減衰帯域で減衰すると共に、
前記入力端子に前記第２無線周波数帯の信号が入力された場合、前記第１混合器および第
２混合器が、入力された前記第２無線周波数帯の信号を前記局部信号発振部からの第２局
部信号を用いて第２中間周波数帯の信号に変換し、前記フィルタ回路が、前記第２中間周
波数帯に存在するイメージ妨害信号を前記第１減衰帯域より狭帯域の第２減衰帯域で減衰
する受信装置であって、
前記フィルタ回路は、抵抗とコンデンサとから成るＲＣ移相器を複数組直列接続したポリ
フェーズフィルタで構成されると共に、
前記ポリフェーズフィルタにおいて、前記ＲＣ移相器の抵抗は、入力側から出力側にいく
ほど大きい受信装置。
【請求項３】
第１無線周波数帯の信号または前記第１無線周波数帯よりも狭帯域の第２周波数帯の信号
が入力される入力端子と、前記入力端子に並列接続された第１混合器および第２混合器と
、前記第１混合器および前記第２混合器に供給される互いに位相差を持った局部信号を発
振する局部信号発振部と、前記第１混合器からの信号の位相と第２混合器からの信号の位
相の少なくとも一方を回転させ、前記第１混合器からの信号と前記第２混合器からの信号
とを合成するフィルタ回路とを有するイメージリジェクションミキサとを備え、
前記入力端子に前記第１無線周波数帯の信号が入力された場合、前記第１混合器および前
記第２混合器が、入力された前記第１無線周波数帯の信号を前記局部信号発振部からの第
１局部信号を用いて第１中間周波数帯の信号に変換し、前記フィルタ回路が、前記第１中
間周波数帯に存在するイメージ妨害信号を第１減衰帯域で減衰すると共に、
前記入力端子に前記第２無線周波数帯の信号が入力された場合、前記第１混合器および第
２混合器が、入力された前記第２無線周波数帯の信号を前記局部信号発振部からの第２局
部信号を用いて第２中間周波数帯の信号に変換し、前記フィルタ回路が、前記第２中間周
波数帯に存在するイメージ妨害信号を前記第１減衰帯域より狭帯域の第２減衰帯域で減衰
する受信装置であって、
前記第１無線周波数帯の信号に対する搬送波対雑音比よりも前記第２無線周波数帯の信号
に対する搬送波対雑音比の方が大きい受信装置。
【請求項４】
前記フィルタ回路は、抵抗とコンデンサとから成るＲＣ移相器を複数組直列接続したポリ
フェーズフィルタで構成されると共に、前記直列接続されたＲＣ移相器のうち、１組のＲ
Ｃ移相器における抵抗とコンデンサのＲＣ積を大きくすることで前記第１減衰帯域より前
記第２減衰帯域を狭帯域とする請求項１から請求項３のいずれか１つに記載の受信装置。
【請求項５】
前記フィルタ回路は、抵抗とコンデンサとから成るＲＣ移相器を３組以上直列接続したポ
リフェーズフィルタで構成されると共に、前記直列接続されたＲＣ移相器のうち、２組以
上のＲＣ移相器における抵抗とコンデンサのＲＣ積を大きくすることで前記第１減衰帯域
より前記第２減衰帯域を狭帯域とする請求項１から請求項３のいずれか１つに記載の受信
装置。
【請求項６】
前記第１減衰帯域の一部または全部と前記第２減衰帯域の一部または全部とは重複する請
求項１から請求項３のいずれか１つに記載の受信装置。



(3) JP 4735719 B2 2011.7.27

10

20

30

40

50

【請求項７】
前記第１減衰帯域は、前記第２減衰帯域を含む請求項１から請求項３のいずれか１つに記
載の受信装置。
【請求項８】
前記第２減衰帯域の中心周波数は、前記第１減衰帯域の中心周波数より低い請求項１から
請求項３のいずれか１つに記載の受信装置。
【請求項９】
前記第２減衰帯域の上端と前記第１減衰帯域の上端とが等しい請求項１から請求項３のい
ずれか１つに記載の受信装置。
【請求項１０】
前記第１無線周波数帯の一部または全部は前記第２無線周波数帯である請求項１から請求
項３のいずれか１つに記載の受信装置。
【請求項１１】
前記第１混合器および前記第２混合器に発振される前記局部信号の位相は互いに直交した
請求項１から請求項３のいずれか１つに記載の受信装置。
【請求項１２】
前記第１減衰帯域幅は、ＤＶＢ－Ｔ方式のチャンネル帯域幅であり、前記第２減衰帯域幅
は、ＩＳＤＢ－Ｔ方式のチャンネル帯域幅である請求項１から請求項３のいずれか１つに
記載の受信装置。
【請求項１３】
請求項１から請求項３のいずれか１つに記載の受信装置と、前記受信装置の出力側に接続
された信号処理部と、この信号処理部の出力側に接続された表示部とを有する電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、イメージ妨害信号を減衰させるイメージリジェクションミキサが搭載された
受信装置とこれを用いた電子機器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、通信機やＡＶ機器において局部信号周波数を中心に希望波周波数と対称な周波数
のイメージ妨害信号を減衰させるイメージリジェクションミキサが使用されている。ここ
で図６に、特許文献１に開示された、従来のイメージリジェクションミキサが搭載された
受信装置の一例を示す。
【０００３】
　図６において、従来の受信装置１におけるイメージリジェクションミキサ２は、第１無
線周波数帯の信号または第１無線周波数帯よりも狭帯域の第２周波数帯の信号が入力され
る入力端子３を有する。さらに、入力端子３に直接あるいは間接的に並列接続された第１
混合器４および第２混合器５を有する。さらに、これら第１混合器４および第２混合器５
に供給される互いに位相差を持った局部信号を発振する局部信号発振部６を有する。さら
に、第１混合器４からの信号の位相と第２混合器５からの信号の位相との少なくとも一方
を回転させ、第１混合器４からの信号と第２混合器５からの信号とを合成するフィルタ部
７を有する。
【０００４】
　フィルタ部７は、ポリフェーズフィルタからなる第１中間周波数帯用の第１フィルタ回
路８と、ポリフェーズフィルタからなる第２中間周波数帯用の第２フィルタ回路９とを有
する。さらに、これら第１フィルタ回路８または第２フィルタ回路９に信号を切替え入力
する第１スイッチ部１０を有する。さらに、第１フィルタ回路８または第２フィルタ回路
９から信号を切替えて出力する第２スイッチ部１１を有する。
【０００５】
　また、受信装置１は、イメージリジェクションミキサ２と、イメージリジェクションミ
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キサ２で減衰させることが出来ない不要信号を減衰させる中間周波フィルタ１４を有する
。さらに、中間周波フィルタ１４の出力側に接続されたＡＤ変換部１５と、ＡＤ変換部１
５の出力側に接続された復調部１６とを有する。さらに、ＡＤ変換部１５の他方の入力端
子に接続されると共にサンプリング信号を生成するサンプリング信号発振部１７を有する
。
【０００６】
　さらに、受信装置１は、チャンネル設定部（図示せず）からチャンネル情報およびセグ
メント情報を取得し、その情報に基づいて第１スイッチ部１０および第２スイッチ部１１
を制御するスイッチ制御部１２を有する。さらに、受信装置１は、チャンネル設定部から
のチャンネル情報およびセグメント情報を取得し、その情報に基づいて局部信号発振部６
の局部信号の周波数を制御する局部信号制御部１３を有する。
【０００７】
　このような従来の受信装置では、入力端子３に、第１の無線周波数帯の信号または第２
の無線周波数帯の信号が入力された場合、チャンネル情報およびセグメント情報に基づい
て、スイッチ制御部１２が第１スイッチ部１０および第２スイッチ部１１を切り替える。
そして、第１の無線周波数帯の信号が入力された場合、第１スイッチ部１０および第２ス
イッチ部１１によって第１フィルタ回路８が選択される。これにより、第１フィルタ回路
８は第１中間周波数帯に存在するイメージ妨害信号を第１減衰帯域で減衰する。また、第
２の無線周波数帯の信号が入力された場合、第１スイッチ部１０および第２スイッチ部１
１によって第２フィルタ回路９が選択される。これにより、第２フィルタ回路９は第２中
間周波数帯に存在するイメージ妨害信号を第２減衰帯域で減衰する。
【０００８】
　以上のように、上記従来の受信装置１を用いて、例えば地上波デジタル放送の１セグメ
ント放送と３セグメント放送の切替受信など、異なる帯域幅の複数の希望波を受信するた
めには、それぞれの帯域幅用のポリフェーズフィルタからなる第１フィルタ回路８および
第２フィルタ回路９が必要である。さらに、第１フィルタ回路８と第２フィルタ回路９を
切替える第１スイッチ部１０および第２スイッチ部１１も必要である。したがって、従来
の受信装置は大型になるという問題があった。
【０００９】
　本発明は上記問題を解決するもので、小型化を図ることのできる受信装置を提供するも
のである。
【特許文献１】特開２００３－２９８３５６号公報
【発明の開示】
【００１０】
　本発明の受信装置は、第１無線周波数帯の信号または第１無線周波数帯よりも狭帯域の
第２周波数帯の信号が入力される入力端子と、入力端子に並列接続された第１混合器およ
び第２混合器と、第１混合器および第２混合器に供給される互いに位相差を持った局部信
号を発振する局部信号発振部と、第１混合器からの信号の位相と第２混合器からの信号の
位相の少なくとも一方を回転させ、第１混合器からの信号と第２混合器からの信号とを合
成するフィルタ回路とを有するイメージリジェクションミキサとを備え、入力端子に第１
無線周波数帯の信号が入力された場合、第１混合器および第２混合器が、入力された第１
無線周波数帯の信号を局部信号発振部からの第１局部信号を用いて第１中間周波数帯の信
号に変換し、フィルタ回路が、第１中間周波数帯に存在するイメージ妨害信号を第１減衰
帯域で減衰すると共に、入力端子に第２無線周波数帯の信号が入力された場合、第１混合
器および第２混合器が、入力された第２無線周波数帯の信号を局部信号発振部からの第２
局部信号を用いて第２中間周波数帯の信号に変換し、フィルタ回路が、第２中間周波数帯
に存在するイメージ妨害信号を第１減衰帯域より狭帯域の第２減衰帯域で減衰するもので
ある。
【００１１】
　上記構成により、イメージリジェクションミキサは、単一のフィルタ回路によって、帯
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域幅の異なる第１中間周波数帯のイメージ妨害信号および第２中間周波数帯のイメージ妨
害信号を減衰させることができる。その結果、受信装置を小型化を図ることができる。さ
らに、第２無線周波数帯の信号が入力された場合、フィルタ回路が狭帯域の第２減衰帯域
で入力信号を減衰させることにより、第２減衰帯域における減衰量を大きくすることがで
きる。その結果、第２無線周波数帯の信号が入力された場合における受信装置の受信品質
を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下に本発明の実施の形態における受信装置について、図面を参考にして説明する。
【００１３】
　（実施の形態）
　図１は、本発明の実施の形態１における受信装置を有する電子機器のブロック図である
。図１において、本発明の受信装置１４におけるイメージリジェクションミキサ１５は、
第１無線周波数帯の信号または第１無線周波数帯よりも狭帯域の第２無線周波数帯の信号
が入力される入力端子１６を有する。さらに、入力端子１６に直接的あるいは間接的に並
列接続された第１混合器１７および第２混合器１８を有する。さらに、これら第１混合器
１７および第２混合器１８に供給される互いに位相差を持った局部信号を発振する局部信
号発振部１９を有する。なお、第１混合器１７および第２混合器１８に入力される局部信
号の移相は互いに略直交している。さらに、イメージリジェクションミキサ１５は、第１
混合器１７からの信号の位相と第２混合器１８からの信号の位相との少なくとも一方を回
転させ、第１混合器１７からの信号と第２混合器１８からの信号とを合成するポリフェー
ズフィルタからなるフィルタ回路２０を有する。
【００１４】
　フィルタ回路２０は、例えば、ＲＣ移相器４組を直列接続したポリフェーズフィルタで
ある。すなわち、フィルタ回路２０は、入力側から順に、第１ＲＣ移相器、第２ＲＣ移相
器、第３ＲＣ移相器、および第４ＲＣ移相器が接続された構成である。
【００１５】
　第１ＲＣ移相器は、第１混合器１７から移相度０度の信号が入力される抵抗Ｒ１１と、
第２混合器１８から移相度９０度の信号が入力される抵抗Ｒ１２とを有する。さらに、第
１混合器１７から移相度１８０度の信号が入力される抵抗Ｒ１３と、第２混合器１８から
移相度２７０度の信号が入力される抵抗Ｒ１４とを有する。さらに、これら抵抗Ｒ１１～
Ｒ１４の各々と並列接続された抵抗Ｒ１５～Ｒ１８と、これら抵抗Ｒ１５～Ｒ１８の接続
オンオフを切り替えるスイッチＳＷ１１～ＳＷ１４とを有する。さらに、抵抗Ｒ１１の入
力と抵抗Ｒ１２の出力との間に接続されたコンデンサＣ１１と、抵抗Ｒ１２の入力と抵抗
Ｒ１３の出力との間に接続されたコンデンサＣ１２とを有する。さらに、抵抗Ｒ１３の入
力と抵抗Ｒ１４の出力との間に接続されたコンデンサＣ１３と、抵抗Ｒ１４の入力と抵抗
Ｒ１１の出力との間に接続されたＣ１４とを有する。
【００１６】
　また、第２ＲＣ移相器は、抵抗Ｒ２１～Ｒ２４を有する。さらに、抵抗Ｒ２１の入力と
抵抗Ｒ２２の出力との間に接続されたコンデンサＣ２１と、抵抗Ｒ２２の入力と抵抗Ｒ２
３の出力との間に接続されたコンデンサＣ２２とを有する。さらに、抵抗Ｒ２３の入力と
抵抗Ｒ２４の出力との間に接続されたコンデンサＣ２３と、抵抗Ｒ２４の入力と抵抗Ｒ２
１の出力との間に接続されたＣ２４とを有する。また、第３ＲＣ移相器も、第２ＲＣ移相
器と同様に、抵抗Ｒ３１～Ｒ３４およびコンデンサＣ３１～Ｃ３４から構成される。さら
に、第４ＲＣ移相器も第２ＲＣ移相器と同様に、抵抗Ｒ４１～Ｒ４４およびコンデンサＣ
４１～Ｃ４４から構成される。
【００１７】
　さらに、受信装置１４は、上記イメージリジェクションミキサ１５と、このイメージリ
ジェクションミキサ１５で減衰させることが出来ない不要信号を減衰させる中間周波フィ
ルタ２１とを有する。さらに、この中間周波フィルタ２１の出力側に接続されたＡＤ変換



(6) JP 4735719 B2 2011.7.27

10

20

30

40

50

部２２と、このＡＤ変換部２２の出力側に接続された復調部２３とを有する。さらに、Ａ
Ｄ変換部２２の他方の入力端子に接続されると共にサンプリング信号を生成するサンプリ
ング信号発振部２４を有する。
【００１８】
　さらに、受信装置１４は、チャンネル設定部（図示せず）からチャンネル情報およびセ
グメント情報を取得し、その情報に基づいて局部信号発振部１９の局部信号の周波数を制
御する局部信号制御部２５を有する。さらに、チャンネル設定部からのチャンネル情報お
よびセグメント情報を取得し、その情報に基づいてサンプリング信号発振部２４のサンプ
リング周波数を制御するサンプリング信号制御部２６を有する。さらに、チャンネル設定
部からのチャンネル情報およびセグメント情報を取得し、その情報に基づいてスイッチＳ
Ｗ１１～ＳＷ１４を制御するスイッチ制御部２７を有する。
【００１９】
　なお、この受信装置１４を搭載した電子機器３０は、復調部２３の出力側に接続された
信号処理部３１と、この信号処理部の出力側に接続された表示部３２とを有する。
【００２０】
　次に、イメージリジェクションミキサ１５の動作について説明する。入力端子１６に第
１無線周波数帯の信号が入力された場合、第１混合器１７および第２混合器１８が、入力
された第１無線周波数帯の信号を局部信号発振部１９からの第１局部信号を用いて第１中
間周波数帯の信号に変換する。さらに、フィルタ回路２０が、第１中間周波数帯に存在す
るイメージ妨害信号を第１減衰帯域で減衰する。
【００２１】
　詳述すると、スイッチ制御部２７が、チャンネル設定部（図示せず）からのチャンネル
情報およびセグメント情報に基づいて、フィルタ回路２０のスイッチＳＷ１１～ＳＷ１４
をオンする。これにより、抵抗Ｒ１１～Ｒ１４に抵抗Ｒ１５～Ｒ１８が並列接続される。
【００２２】
　従って、ポリフェーズフィルタを構成する第１ＲＣ移相器～第４ＲＣ移相器の位相回転
９０°となる周波数ｆ１～ｆ４は、次のようになる。
【００２３】
　ｆ１＝１／（２π×（Ｒ１１//Ｒ１５）×Ｃ１１）
　ｆ２＝１／（２π×Ｒ２１×Ｃ２１）
　ｆ３＝１／（２π×Ｒ３１×Ｃ３１）
　ｆ４＝１／｛２π×Ｒ４１×Ｃ４１｝
　但し、
　Ｒ１１//Ｒ１５＝Ｒ１２//Ｒ１６＝Ｒ１３//Ｒ１７＝Ｒ１４//Ｒ１８
　Ｒ１１//Ｒ１５＝Ｒ１１×Ｒ１５／（Ｒ１１＋Ｒ１５）
　Ｒ１２//Ｒ１６＝Ｒ１２×Ｒ１６／（Ｒ１２＋Ｒ１６）
　Ｒ１３//Ｒ１７＝Ｒ１３×Ｒ１７／（Ｒ１３＋Ｒ１７）
　Ｒ１４//Ｒ１８＝Ｒ１４×Ｒ１８／（Ｒ１４＋Ｒ１８）
　Ｒ２１＝Ｒ２２＝Ｒ２３＝Ｒ２４
　Ｒ３１＝Ｒ３２＝Ｒ３３＝Ｒ３４
　Ｒ４１＝Ｒ４２＝Ｒ４３＝Ｒ４４
　Ｃ４１＝Ｃ４２＝Ｃ４３＝Ｃ４４
　とする。
【００２４】
　また、入力端子１６に第２無線周波数帯の信号が入力された場合、第１混合器１７およ
び第２混合器１８が、入力された第２無線周波数帯の信号を局部信号発振部１９からの第
２局部信号を用いて第２中間周波数帯の信号に変換する。さらに、フィルタ回路２０が、
第２中間周波数帯に存在するイメージ妨害信号を第１減衰帯域より狭帯域の第２減衰帯域
で減衰する。
【００２５】
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　詳述すると、スイッチ制御部２７が、チャンネル設定部（図示せず）からのチャンネル
情報およびセグメント情報に基づいて、フィルタ回路２０のスイッチＳＷ１１～ＳＷ１４
をオフする。これにより、抵抗Ｒ１１～Ｒ１４に抵抗Ｒ１５～Ｒ１８が並列接続されない
。
【００２６】
　従って、ポリフェーズフィルタを構成する第１ＲＣ移相器の位相回転９０°となる周波
数ｆ１’は、次のようになる。
【００２７】
　ｆ１’＝１／｛２π×Ｒ１１×Ｃ１１｝
　また、第２ＲＣ移相器～第４ＲＣ移相器の位相回転９０°となる周波数は、上記したｆ
２～ｆ４となる。
【００２８】
　イメージリジェクションミキサ１５の動作時におけるフィルタ回路２０の利得の周波数
特性について図２を用いて詳述する。図２は、フィルタ回路２０の利得特性Ｇと第１中間
周波数帯のスペクトラムＳ１、第２中間周波数帯のスペクトラムＳ２を比較して示してい
る。
【００２９】
　図２の中段に示すフィルタ回路２０の利得特性Ｇにおいて、縦軸は利得、横軸は周波数
である。横軸は、中心を０Ｈｚとして右側が正の周波数、左側が負の周波数を表す。利得
特性Ｇの破線Ｇ１は、第１減衰帯域（減衰帯域幅Ｗ１［Ｈｚ］）を示し、利得特性の実線
Ｇ２は第２減衰帯域（減衰帯域幅Ｗ２［Ｈｚ］）を示している。ポリフェーズフィルタを
構成する第１ＲＣ移相器～第４ＲＣ移相器の位相回転９０°となる周波数ｆ１～ｆ４およ
びｆ１’は図３に示す関係となる。図２の上段に示すスペクトラムＳ１は第1中間周波数
帯のスペクトラムを表している。希望信号Ｒ１の中心周波数をＸ１［Ｈｚ］、帯域幅をＸ
２［Ｈｚ］とすると、その希望信号Ｒ１の上端は（Ｘ１＋Ｘ２／２）［Ｈｚ］、下端は（
Ｘ１－Ｘ２／２）［Ｈｚ］となる。従って、イメージ妨害信号Ｉ１の中心周波数は（－Ｘ
１）［Ｈｚ］であり、上端は（－Ｘ１＋Ｘ２／２）［Ｈｚ］、下端は（－Ｘ１－Ｘ２／２
）［Ｈｚ］となる。
【００３０】
　図２の下段は、第1中間周波数帯よりも狭帯域な第２中間周波数帯のスペクトラムＳ２
を表している。希望信号Ｒ２は中心周波数をＹ１［Ｈｚ］、帯域幅をＹ２［Ｈｚ］とする
と、その希望信号Ｒ２の上端は（Ｙ１＋Ｙ２／２）［Ｈｚ］、下端は（Ｙ１－Ｙ２／２）
［Ｈｚ］となる。従って、イメージ妨害信号Ｉ２の中心周波数は（－Ｙ１）［Ｈｚ］であ
り、上端は（－Ｙ１＋Ｙ２／２）［Ｈｚ］、下端は（－Ｙ１－Ｙ２／２）［Ｈｚ］となる
。図２に示すように、第１中間周波数帯と第２中間周波数帯の周波数関係を、（－Ｘ１－
Ｘ２／２）≦（－Ｙ１－Ｙ２／２）＜（－Ｙ１＋Ｙ２／２）≦（－Ｘ１＋Ｘ２／２）とし
た場合において、フィルタ回路２０の利得特性は、第1減衰帯域幅Ｗ１＞第２減衰帯域幅
Ｗ２とすることができる。
【００３１】
　上記構成により、イメージリジェクションミキサ１５は、単一のフィルタ回路２０によ
って、帯域幅の異なる第１中間周波数帯のイメージ妨害信号Ｉ１および第２中間周波数帯
のイメージ妨害信号Ｉ２を減衰させることができる。その結果、従来のように、２つのス
イッチ部や２つのフィルタ回路が不要で、受信装置１４を小型化することができる。
【００３２】
　さらに、第２無線周波数帯の信号が入力された場合、フィルタ回路２０が第１減衰帯域
よりも狭帯域の第２減衰帯域で入力信号を減衰させる。このことにより、第１ＲＣ移相器
～第４ＲＣ移相器の夫々の減衰極をより狭い周波数帯域に集中させることができるので、
第２減衰帯域における減衰量を第１減衰帯域よりも大きくすることができる。その結果、
第２無線周波数帯の信号が入力された場合におけるフィルタ回路２０はイメージ妨害信号
を大きく抑圧することが可能となり、受信装置１４の受信品質を向上させることができる
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。
【００３３】
　一般に、携帯電話機や車載機といった移動体受信機として地上波デジタル放送を受信す
る場合、放送基地局から受信する無線信号にはマルチパスが重畳されやすい。したがって
、受信する信号帯域幅が狭帯域となればなるほど（受信セグメントが１３セグメント→３
セグメント→１セグメントと少なくなるほど）、イメージ抑圧特性の向上は受信品質の向
上に影響を及ぼす。すなわち、本実施の形態のような受信装置は、イメージ抑圧特性が従
来よりも改善されるので、このような移動体受信機として地上波デジタル放送を受信する
装置などに適用して効果が大きい。
【００３４】
　なお、図１に示す構成では、フィルタ回路２０は第１ＲＣ移相器のＲＣ積のみを切替え
る構成であったが、例えば、図４に示すフィルタ回路ような第１ＲＣ移相器と第２ＲＣ移
相器の２組のＲＣ積を切替える構成であっても良い。
【００３５】
　図４において、第２ＲＣ移相器は、第１ＲＣ移相器と同様に、抵抗Ｒ２１～Ｒ２４と、
これら抵抗Ｒ２１～Ｒ２４の各々と並列接続された抵抗Ｒ２５～Ｒ２８とを有する。さら
に、これら抵抗Ｒ２１～Ｒ２８の接続オンオフを切り替えるスイッチＳＷ２１～ＳＷ２４
を有する。さらに、抵抗Ｒ２１の入力と抵抗Ｒ２２の出力との間に接続されたコンデンサ
Ｃ２１と、抵抗Ｒ２２の入力と抵抗Ｒ２３の出力との間に接続されたコンデンサＣ２２と
を有する。さらに、抵抗Ｒ２３の入力と抵抗Ｒ２４の出力との間に接続されたコンデンサ
Ｃ２３と、抵抗Ｒ２４の入力と抵抗Ｒ２１の出力との間に接続されたＣ２４とを有する。
そして、ポリフェーズフィルタを構成する第１ＲＣ移相器～第４ＲＣ移相器の位相回転９
０°となる周波数ｆ１～ｆ４およびｆ１’、ｆ２’は図５に示す関係となる。ここで、第
１減衰帯域に関わる周波数はｆ１～ｆ４であり、各々の周波数の大小関係は（数1）の関
係となる。
【００３６】
【数１】

【００３７】
　また、狭帯域な第２減衰帯域に関わる周波数はｆ１’、ｆ２’、ｆ３～ｆ４であり、各
々の周波数の大小関係は（数２）の関係となる。
【００３８】
【数２】

【００３９】
　このように、フィルタ回路２０を構成するポリフェーズフィルタにおいて、直列接続す
るＲＣ移相器の抵抗は入力側から出力側にいくほど大きいことが好ましい。一般に、第１
ＲＣ移相器～第４ＲＣ移相器の夫々の抵抗は抵抗の大きさに比例した熱雑音を発生する。
そこで、これらの抵抗を縦続接続したフィルタ回路のＮＦ（Ｎｏｉｓｅ　Ｆｉｇｕｒｅ）
を低減するには、入力側の抵抗をより小さくして出力側の抵抗をより大きくした方が好ま
しい。即ち、ＲＣ積で決定される周波数ｆ１～ｆ４は（数１）の関係とし、周波数ｆ１’
、ｆ２’、ｆ３、ｆ４は（数２）の関係とすることによって、フィルタ回路２０のＮＦを
低減することができ、その結果、受信装置１４の受信品質を良好にすることができる。
【００４０】
　また、第１減衰帯域の一部または全部と第２減衰帯域の一部または全部とが重複しても
良い。この場合においても、受信装置１４は同様の効果を有する。
【００４１】
　また、第２減衰帯域の中心周波数が第１減衰帯域の中心周波数より低くなるように、チ
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ャンネル設定部からのチャンネル情報およびセグメント情報に基づいて局部信号発振部１
９の局部信号の周波数とサンプリング信号発振部２４のサンプリング周波数を制御すると
共に、フィルタ回路２０の減衰帯域を制御することが望ましい。これにより、受信装置１
４が第２無線周波数帯の信号を受信する場合、ＡＤ変換部２２におけるサンプリング回数
を減らすことができるので、ＡＤ変換部２２の消費電流を抑制することができる。
【００４２】
　さらにまた、本実施の形態のように、第１減衰帯域の上端と第２減衰帯域の上端とが等
しくなるように、チャンネル設定部からのチャンネル情報およびセグメント情報に基づい
て局部信号発振部１９の局部信号の周波数とサンプリング信号発振部２４のサンプリング
周波数を制御すると共に、フィルタ回路２０の減衰帯域を制御することが望ましい。これ
により、受信装置１４が第２無線周波数帯の信号を受信する場合、ＡＤ変換部２２におけ
るサンプリング回数をさらに減らすことができるので、ＡＤ変換部２２の消費電流をさら
に抑制することができる。
【００４３】
　なお、第１無線周波数帯の一部または全部は第２無線周波数帯であっても良い。これに
より、例えば地上波デジタル放送であるＩＳＤＢ－Ｔ（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ Ｓｅｒｖ
ｉｃｅｓ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａ
l）方式およびＩＳＤＢ－Ｔｓｂ（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ　Ｄｉｇｉ
ｔａｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ　－ Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｆｏｒ　Ｓｏｕｎｄ
　Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ）の３セグメント放送の中の少なくとも１つのセグメントを
受信する場合においても、受信装置１４は上記と同様の効果を有する。
【００４４】
　また、これとは異なる具体的な例を説明する。表１は地上波デジタル放送の各方式の帯
域幅と変調方式と、搬送波対雑音比（復調部２０で復調する際に必要な信号品質を示す搬
送波対雑音比ＣＮＲ（Ｃａｒｒｅｒ　Ｎｏｉｓｅ　Ｒａｔｉｏ）であって、以下、所要Ｃ
／Ｎと言う）とを示している。
【００４５】
【表１】

【００４６】
　（表１）に示すように、ＩＳＤＢ－Ｔフルセグメント方式の場合は、変調方式に６４Ｑ
ＡＭ（Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ａｍｐｌｉｔｕｄｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）の符号化率
（以下、ＣＲ（Ｃｏｄｅ Ｒａｔｅ）と言う）７／８が用いられ、所要Ｃ／Ｎは２１～２
２ｄＢである。
【００４７】
　ＤＶＢ－Ｔ（Ｄｉｇｉｔａｌ Ｖｉｄｅｏ Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ - Ｔｅｒｒｅｓ
ｔｒｉａｌ）方式の場合は、変調方式に６４ＱＡＭのＣＲ３／４が用いられ、所要Ｃ／Ｎ
は１９～２０ｄＢである。
【００４８】
　また、ＤＶＢ－Ｔ方式と同じ８ＭＨｚのチャンネル帯域幅であるＧＢ２０６００－２０
０６（通称名はＤＴＴＢ、framing structure, channel coding and modulation for Dig
ital Television Terrestrial Broadcasting system）方式の場合は、変調方式に６４Ｑ
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ＡＭのＣＲ４／５が用いられ、所要Ｃ／Ｎは概２０ｄＢである。
【００４９】
　そこで、本実施の形態において、第１減衰帯域幅Ｗ１を８ＭＨｚとし、第２減衰帯域幅
Ｗ２を第１減衰帯域幅より狭帯域な６ＭＨｚとして、第２無線周波数帯の信号が入力され
た場合において、第２減衰帯域における入力信号の減衰量を第１減衰帯域の減衰量より大
きくするようにする。
【００５０】
　表１より、第１減衰帯域幅Ｗ１（＝８ＭＨｚ）は、欧州などで実用化されるＤＶＢ－Ｔ
方式のチャンネル帯域幅に該当する。一方、第２減衰帯域幅Ｗ２（＝６ＭＨｚ）は、日本
などで実用化されるＩＳＤＢ－Ｔフルセグメント方式のチャンネル帯域幅に該当する。
【００５１】
　すなわち、（表１）のとおり、ＩＳＤＢ－Ｔフルセグメント方式の方がＤＶＢ－Ｔ方式
より大きな減衰量を必要とするため、上記のように第１減衰帯域幅Ｗ１および第２減衰帯
域幅Ｗ２を設定することにより、異なった複数の方式に対応可能な小型の受信装置を実現
することができる。
【００５２】
　また、第１減衰帯域幅Ｗ１（＝８ＭＨｚ）は、中国で実用化されるＧＢ２０６００－２
００６方式のチャンネル帯域幅に該当する。したがって、このような場合にも上記のＤＶ
Ｂ－Ｔ方式と同様の効果が得られる。
【００５３】
　以上のように、各々の方式は変調方式の違い等によって所要Ｃ／Ｎが異なり、ＣＲが大
きく、且つ、周波数帯域幅が狭帯域なＩＳＤＢ－Ｔフルセグメント方式は所要Ｃ／Ｎが大
きくなっている。これは、デジタル化された信号の情報伝送量が変調度と周波数帯域幅の
両方に比例するためである。したがって、一般的な受信環境で、各々の方式が同程度の情
報量（映像画質、音質、データ量）を放送するには帯域幅が狭いほど大きな変調度（＝大
きなＣ／Ｎ）が必要となる。
【００５４】
　すなわち、ＩＳＤＢ－Ｔフルセグメント方式を受信する場合、受信装置１４はより良好
な受信特性が必要とされ、復調器２０に入力するノイズレベルを様々な受信環境において
抑圧しなければならない。したがって、本実施の形態によれば、例えば、第２無線周波数
帯にある希望信号とそれに隣接するイメージ妨害信号が存在した受信環境では、第２減衰
帯域の減衰量を大きくするほどイメージ妨害を抑圧することが可能となる。その結果、耐
妨害耐性が良好な（大きな妨害信号を入力しても受信品質が劣化しにくい）受信装置を実
現することができる。
【産業上の利用可能性】
【００５５】
　本発明の受信装置は、小型化が可能であるので、例えば、携帯端末等の電子機器に利用
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本発明の一実施の形態における受信装置を有する電子機器のブロック図
【図２】本実施の形態におけるフィルタ回路の利得特性と第１、第２中間周波数帯のスペ
クトラムの関係を示す図
【図３】本実施の形態におけるフィルタ回路の利得特性図
【図４】本実施の形態における他のフィルタ回路の構成図
【図５】図４のフィルタ回路の利得特性図
【図６】従来の受信装置のブロック図
【符号の説明】
【００５７】
　１４　　受信装置
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　１５　　イメージリジェクションミキサ
　１６　　入力端子
　１７　　第１混合器
　１８　　第２混合器
　１９　　局部信号発振部
　２０　　フィルタ回路
　２１　　中間周波フィルタ
　２２　　ＡＤ変換部
　２３　　復調部
　２４　　サンプリング信号発振部
　２５　　局部信号制御部
　２６　　サンプリング信号制御部
　２７　　スイッチ制御部

【図１】 【図２】
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【図４】

【図５】

【図６】
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